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一般質問（要旨）

議
員　

現
代
社
会
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
※
な
ど

を
活
用
す
る
「
第
四
次
産
業
革
命
」
の

方
向
に
向
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
時

代
の
流
れ
を
視
野
に
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の

活
用
を
通
じ
て
、
新
た
な
産
業
づ
く
り

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
に

つ
い
て
、
中
小
企
業
へ
の
普
及
啓
発
を

進
め
る
ほ
か
、
模
擬
ス
マ
ー
ト
工
場
で

何
が
で
き
る
か
体
験
し
て
い
た
だ
く
こ

と
な
ど
に
よ
り
導
入
を
促
進
す
る
。
ま

た
、
産
学
官
連
携
に
よ
り
、
新
製
品
開

発
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
出
に
取
り
組
む
。

議
員　

常
総
市
が
進
め
る
ア
グ
リ
サ
イ

エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想
は
、
本
県
農
業
の

競
争
力
を
高
め
農
家
の
所
得
向
上
な
ど

に
つ
な
が
る
、
全
国
的
に
も
先
駆
的
な

計
画
で
あ
る
。
構
想
推
進
に
当
た
り
県

と
し
て
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

六
次
産
業
化
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
な
ど
、
当
構
想
は
県
農
業
改

革
大
綱
の
内
容
に
も
沿
う
モ
デ
ル
的
事

例
と
し
て
注
視
し
て
お
り
、
六
次
産
業

化
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
派
遣
や
各
種
補
助
事

業
の
提
案
、
生
産
技
術
面
の
助
言
な
ど

の
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。 

 

鹿
島
灘
沿
岸
の
侵
食
対
策

議
員　

鹿
島
灘
沿
岸
の
海
岸
線
を
保
全

す
る
侵
食
対
策
に
つ
い
て
は
、
直
近
の

事
業
実
績
が
落
ち
て
い
る
が
、
予
算
獲

得
に
向
け
た
国
へ
の
働
き
掛
け
を
含
め
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

土
木
部
長　

引
き
続
き
養
浜
事
業
を
実

施
し
て
い
く
が
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
広
域
的
な
地
盤
沈
下
に
よ
り
養
浜
量

が
大
幅
に
増
加
し
た
た
め
、
市
町
村
や

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
に
予

算
の
確
保
を
強
く
働
き
掛
け
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
仕

事
と
子
育
て

の
両
立
に
向

け
た
企
業
へ

の
ア
プ
ロ
ー

チ
、
病
児
保

育
の
拡
充
な

ど
も
質
問
）

議
員　

関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
被
災
者

へ
の
応
急
仮
設
住
宅
な
ど
の
提
供
が
間

も
な
く
終
了
す
る
に
当
た
り
、
生
活
再

建
を
後
押
し
す
る
上
で
も
、
県
営
住
宅

へ
の
優
先
入
居
な
ど
住
居
確
保
支
援
を

検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

土
木
部
長　

県
営
住
宅
へ
の
優
先
入
居

制
度
は
被
災
者
の
生
活
再
建
に
寄
与
す

る
有
効
な
対
策
の
一
つ
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
常
総
市
と
も
連
携
し
、
被
災
者

の
ニ
ー
ズ
や
市
の
意
向
に
配
慮
し
な
が

ら
支
援
策
に
つ

い
て
検
討
し
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

道
若
境
線
の
整

備
、
筑
西
幹
線

道
路
の
整
備
な

ど
も
質
問
）

 

地
球
温
暖
化
対
策

議
員　

こ
の
た
び
、
国
の
動
向
な
ど
を

踏
ま
え
県
の
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
を
改
定
す
る
と
伺
っ
て
い
る
が
、
新

た
な
計
画
の
下
で
地
球
温
暖
化
対
策
に

取
り
組
む
に
当
た
っ
て
の
意
気
込
み
は
。

知
事　

新
た
な
計
画
で
は
、
産
業
部
門

の
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
目
標
を
国
の

約
一
・
五
倍
と
な
る
九
％
と
し
、
事
業

所
の
省
エ
ネ
対
策
支
援
を
強
化
す
る
と

と
も
に
、
家
庭
で
の
取
り
組
み
「
い
ば

ら
き
エ
コ
ス
タ
イ
ル
」
の
普
及
啓
発
な

ど
、
県
民
総
ぐ
る
み
に
よ
る
地
球
温
暖

化
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
持
っ

た
心
豊
か
な
児
童
生
徒
を
育
て
る
た
め

に
は
、
小
中
学
校
に
お
い
て
、「
喜
多

方
市
小
学
校
農
業
科
」
の
先
進
事
例
を

参
考
に
、
継
続
的
な
体
験
活
動
を
推
進

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

教
育
長　

県
で
は
体
験
活
動
の
充
実
に

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
今
後
、
各
学

校
が
体
験
活
動
の
教
育
的
価
値
を
改
め

て
認
識
し
、
積
極
的
に
推
進
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
指
導
・
助
言
す
る
と
と
も
に
、

優
れ
た
実
践
事
例
を
広
く
発
信
し
、
よ

り
多
く
の
学
校
に
広
め
て
い
く
。

議
員　

政
府
が
定
め
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施

指
針
で
は
、
学
校
教
育
を
は
じ
め
、
あ

ら
ゆ
る
場
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
学

習
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

教
育
の
推
進
に
つ
い
て
、
所
見
は
。

教
育
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
は
全
世
界

で
共
有
す
べ
き
も
の
だ
が
、
ま
ず
は
学

校
教
育
の
中
で
の
理
解
促
進
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
は
、
学
校
の
先
進
的
な
取

り
組
み
事
例
な
ど
に
つ
い
て
周
知
を
図

り
、
持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
と
し

て
行
動
で
き
る

人
材
を
育
成
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
引

き
こ
も
り
対
策

の
強
化
、
本
県

農
業
の
振
興
策

な
ど
も
質
問
）

 

議
員　

企
業
な
ど
と
連
携
し
た
見
守
り

活
動
に
加
え
、
元
気
な
高
齢
者
や
近
所

の
子
供
た
ち
な
ど
に
よ
る
地
域
の
見
守

り
体
制
強
化
が
重
要
と
考
え
る
が
、
今

後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

保
健
福
祉
部
長　

見
守
り
に
協
力
い
た

だ
け
る
企
業
な
ど
を
増
や
す
と
と
も
に
、

幅
広
い
世
代
の
参
加
に
向
け
、
教
育
機

関
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
に
協
力
を
呼
び

掛
け
て
い
く
。
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
の
活
躍
の
場
の
拡
大
に
も
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、

東
京
都
と
の

災
害
時
応
援

協
定
、
円
滑

な
支
援
物
資

供
給
体
制
の

構
築
な
ど
も

質
問
）

飯田　智男 議員
自民県政クラブ
常 総 市 選 出

分割方式

萩原　　勇 議員
いばらき自民党
龍 ケ 崎 市 選 出

一括方式

田口　伸一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出  

一括方式

田村　けい子 議員
公 　 明 　 党
つくば市選出 

一括方式

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
六
年
目
の
三
月
十
一
日
、
茨
城
県
庁
舎
九

階
講
堂
に
お
い
て
東
日
本
大
震
災
六
周
年
追
悼
・
復
興
祈
念
式
典

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
列
し
た
藤
島
議
長
は
、
犠

牲
者
へ
の
追
悼
の
言
葉
と
と
も

に
、「
活
力
あ
る
郷
土
い
ば
ら

き
の
創
生
に
向
け
、
全
力
を
挙

げ
て
復
興
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
と
と
も
に
、
災
害
に
強

い
県
土
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

る
所
存
で
あ
り
ま
す
」
と
復
興

に
向
け
た
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
六
周
年
　

追
悼
・
復
興
祈
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

圏
央
道
常
総
Ｉ
Ｃ
周
辺
の

ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
バ
レ
ー
構
想
へ
の
支
援

小
中
学
校
に
お
け
る
継
続
的
な

体
験
活
動
の
推
進

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え
た

教
育
の
推
進

　

平
成
三
十
一
年
に
本
県
で
開
催
予
定
で
あ
る
国
民
体
育
大
会
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
推
進
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
を
活
用

し
た
地
域
づ
く
り
な
ど
に
関
す
る
諸
方
策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
た
「
国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推

進
調
査
特
別
委
員
会
」（
海
野
透
委
員
長
）
は
、
こ
れ
ま
で
に
八

回
の
委
員
会
を
開
催
し
、
活
発
な
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
七
回
開
催
さ
れ
た
委
員
会
の
審
査
過
程
に
お
い
て
、

各
委
員
や
参
考
人
か
ら
出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
選
手
の

育
成
・
強
化
や
指
導
体
制
の
充
実
強
化
の
ほ
か
、
施
設
・
環
境
や

組
織
に
お
け
る
整
備
充
実
な
ど
、
本
県
の
競
技
力
向
上
に
向
け
て

取
り
組
む
べ
き
施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
に
対
し
て
提
言

を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
月
に
開
催
さ
れ
た
第
八
回
委
員
会
で
は
、
競
技
施
設

な
ど
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
両
大
会
の

成
功
に
向
け
た
課
題
、
対
応
と
し
て
、
大
会
の
普
及
啓
発
お
よ
び

情
報
発
信
や
県
民
運
動
の
促
進
の
ほ
か
、
円
滑
な
開
催
運
営
に
向

け
た
環
境
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
部
局
か
ら
説
明
聴
取
を

行
う
と
と
も
に
、
審
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

委
員
会
で
は
今
後
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
振
興
や
産
業
振
興
、
お

も
て
な
し
活
動
の
展
開
な
ど
、
両
大
会
を
通
じ
た
地
域
振
興
策
な

ど
に
つ
い
て
も
審
査
を
行
う
予
定
で
あ
り
、
両
大
会
の
成
功
に
向

け
た
諸
方
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
審
査
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

国
体
・
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進

調
査
特
別
委
員
会

常
総
市
水
害
被
災
者
へ
の

県
営
住
宅
優
先
入
居

第
四
次
産
業
革
命
を
視
野
に
入
れ
た

産
業
づ
く
り

※【ＩｏＴ】…さまざまなモノがインターネットを通じて接続されること。一般的に「モノのインターネット」と訳される。ことば

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
へ
の

地
域
で
の
見
守
り
強
化

小学校における体験活動の様子

工業技術センター内に整備された
模擬スマート工場

圏央道常総ＩＣ周辺
（国土交通省常総国道事務所提供）

県立竹園高校でのＳＤＧｓに
関するグループワークの様子

追悼の辞を述べる藤島正孝議長


